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青
森
県
立
柏
木
農
業
高
校

で
は
６
月
３
日
、
弘
果
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
つ
が
り

あ
ん
」
の
「
栗
こ
南
瓜
」
の

苗
を
定
植
し
ま
し
た
。

　

同
校
生
物
生
産
科
１
年
生

17
名
が
、
当
社
農
産
指
導
課

職
員
の
指
導
を
受
け
、
苗
の

向
き
や
土
の
か
ぶ
せ
方
に
注

意
し
な
が
ら
、
４
㌃
の
ほ
場

に
苗
１
０
０
本
を
次
々
と
植

え
て
い
き
ま
し
た
。

　

収
穫
ま
で
の
３
ヶ
月
間
、

アムさんアムさん
過
去
最
高
値

過
去
最
高
値

２玉入２玉入

4040
万円万円

　

弘
果
弘
前
中

央
青
果
㈱（
第
53

期
）、
㈱
弘
前
水

産
地
方
卸
売
市

場（
第
35
期
）、
㈱

弘
果
物
流（
第
34

期
）、
㈱
津
軽
り

ん
ご
市
場（
第
31

期
）、
弘
果
総
合

研
究
開
発
㈱（
第

20
期
）、㈱
ス
コ
ー

レ（
第
36
期
）、
弘

果
り
ん
ご
園
㈱

（
第
9
期
）、
弘
果

コ
ス
モ
保
険
サ
ー

ビ
ス
㈱（
第
16
期
）

で
は
５
月
下
旬
に

定
時
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
社

と
も
全
て
の
議
案

に
つ
い
て
満
場
異

議
な
く
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後

に
行
わ
れ
た
各
社

の
取
締
役
会
に
お

い
て
、
役
員
の
就

任
及
び
退
任
が
あ

り
ま
し
た
。

柏

木

農

業

高

等

学

校

柏

木

農

業

高

等

学

校

指
導
を
受
け
な
が
ら
高
品
質

な
南
瓜
を
目
指
し
て
栽
培
管

理
を
行
い
、
収
穫
、
出
荷
を

経
て
、
量
販
店
の
店
頭
で
販

売
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

　

同
校
生
物
生
産
科
の
小
田

桐
聖
峻
（
ま
さ
ち
か
）
さ
ん

は
「
生
産
か
ら
販
売
ま
で
行

う
一
連
の
実
習
で
、『
栽
培
・

収
穫
し
て
み
ん
な
で
お
い
し

く
食
べ
た
』
で
は
な
く
、
商

品
と
し
て
収
入
を
得
る
仕
事

と
し
て
の
農
業
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
様
々
な
場
面
で

上
手
く
い
か
な
い
こ

と
が
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
弘
果
を

は
じ
め
と
す
る
取
引

先
（
販
売
店
等
）
の

信
頼
に
応
え
る
た

め
、
高
品
質
な
『
商

品
』
を
生
産
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま

す
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

期
待
込
め
栗
こ
南
瓜
を
定
植

期
待
込
め
栗
こ
南
瓜
を
定
植

収穫・出荷に向けて丁寧に定植する生徒達収穫・出荷に向けて丁寧に定植する生徒達

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校

ハニーゴールデンの苗を定植する生徒達ハニーゴールデンの苗を定植する生徒達

メ ロ ン 後 継 者 育 成 事 業メ ロ ン 後 継 者 育 成 事 業
ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
定
植

ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
定
植

　

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

生
産
連
絡
協
議
会
（
渋
谷
充

会
長
）
と
当
社
で
は
５
月
28

日
、
後
継
者
育
成
事
業
の
一

環
と
し
て
今
年
で
19
年
目
を

迎
え
た
メ
ロ
ン
栽
培
実
習
を

五
所
川
原
農
林
高
校
で

行
い
、
同
校
生
物
生
産

科
１
年
生
24
名
が
、
つ

が
り
あ
ん
メ
ロ
ン
「
ハ

ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の

苗
２
４
０
本
を
定
植
し

ま
し
た
。

　

同
校
の
園
地
（
約
５

ア
ー
ル
）
で
行
わ
れ
た

実
習
に
先
立
ち
、
渋
谷

会
長
が
「
栽
培
方
法
を

理
解
、
習
得
し
て
、
一

人
で
も
多
く
メ
ロ
ン
生

産
者
と
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
に
期
待
し
ま
す
」

と
生
徒
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
生
徒

が
当
社
農
産
指
導
課
の

指
導
を
受
け
、
農
業
用

マ
ル
チ
シ
ー
ト
で
覆
わ

れ
た
土
に
穴
を
開
け
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、

ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
な

が
ら
も
、
生
徒
達
が
役

割
分
担
を
し
て
作
業
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

実
習
を
終
え
、
木
村

優
那
（
ゆ
な
）
さ
ん
は

「
作
る
だ
け
で
は
な
く
、

出
荷
、
売
買
、
消
費
し

て
も
ら
う
ま
で
が
実
習

だ
と
考
え
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
美
味
し
い

メ
ロ
ン
を
作
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
楠
美
妃

緒
菜
（
ひ
お
な
）
さ
ん

は
「
植
え
方
や
苗
の
向

き
な
ど
、
指
摘
を
受
け

る
度
に
、
生
育
に
関
わ

る
大
事
な
作
業
な
の
だ

と
再
認
識
し
、
メ
ロ
ン

栽
培
の
奥
深
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
栽
培
管
理
を

徹
底
し
て
、
品
質
と
食

味
が
良
い
メ
ロ
ン
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
今
後
、
栽

培
、
収
穫
、
出
荷
と
一

連
の
流
れ
を
実
習
す
る

予
定
で
す
。
尚
、
８
月

下
旬
頃
に
、
生
徒
た
ち

が
栽
培
し
た
メ
ロ
ン

は
、
青
森
県
内
量
販
店

を
中
心
に
販
売
予
定
で

す
。

過去最高値の 40 万円を付けた「アムさん」メロン過去最高値の 40 万円を付けた「アムさん」メロン

弘
果
弘
前
中
央
青
果

弘
果
弘
前
中
央
青
果

齋藤嘉章氏

弘
果
物
流

弘
果
物
流

水木政文氏葛西静男氏 髙木登氏

弘 果 グ ル ー プ 定 時 株 主 総 会弘 果 グ ル ー プ 定 時 株 主 総 会

弘
果
総
合
研
究
開
発

弘
果
総
合
研
究
開
発

吉崎尚文氏

取
締
役
業
務
部
部
長
　
吉
崎
尚
文

弘
果
コ
ス
モ
保
険
サ
ー
ビ
ス

弘
果
コ
ス
モ
保
険
サ
ー
ビ
ス

成田和雄氏

取
締
役
　
成
田
和
雄
　

【
退
任
】　
八
木
橋
宏
弥（
取
締
役
）

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

大中実氏

専
務
取
締
役
　
大
中
　
実
　

【
退
任
】　
齋
藤
嘉
章
（
取
締
役
）

常
務
取
締
役
　
齋
藤
嘉
章

取
締
役
　
髙
木
　
登
　

【
退
任
】　
中
村
輝
夫
（
取
締
役
）

代
表
取
締
役
社
長
　
水
木
政
文
　

取
締
役
会
長
　
葛
西
静
男
　

農
産
指
導
課
に
よ
る
と
今
回

出
荷
さ
れ
た
「
ア
ム
さ
ん
」

は
、
定
植
か
ら
開
花
ま
で
の

３
月
上
旬
か
ら
４
月
中
旬
の

低
温
が
影
響
し
、
玉
伸
び
が

思
い
の
ほ
か
進
ま
ず
、
小
玉

傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
登
熟
期
に
昼
夜
の
寒
暖

差
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
糖
度
、
食
味
と
も
に
昨

年
を
上
回
る
仕
上
が
り
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
出
荷
さ
れ

た
メ
ロ
ン
は
、
糖
度
が
出
荷

の
基
準
よ
り
も
１
度
程
度
高

い
16
度
以
上
の
も
の
が
多
く

を
占
め
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
か
ら
始
ま
っ
た

競
売
に
は
、
青
森
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ロ
ン
生
産
連
絡
協
議
会

渋
谷
充
会
長
と
同
会

役
員
、
阿
部
さ
ん
、

松
橋
さ
ん
ら
生
産
者

が
見
守
る
中
、
次
々

と
取
引
さ
れ
ま
し

た
。
１
㌔
当
た
り
の

平
均
単
価
は
３
２
４
７
円

（
前
年
比
１
３
６
％
）
と
昨

年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
最
高
値
に
つ
い
て

当
社
担
当
者
は
「『
ア
ム
さ

ん
』
へ
の
期
待
の
高
さ
と
品

質
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で

す
」
と
話
し
、
阿
部

さ
ん
は
「
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
う
れ
し

い
限
り
で
す
。
生
産

者
に
と
っ
て
高
値
で
取
引

さ
れ
る
こ
と
は
大
き
な
励

み
と
な
り
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
出
荷
さ
れ
た

「
ア
ム
さ
ん
」
は
、
青
森

県
内
の
量
販
店
の
店
頭
に

並
び
、販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ア
ム
さ
ん
」
は
７
月

上
旬
か
ら
中
旬
に
出
荷
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
全
体
で

は
約
２
万
５
千
ケ
ー
ス
の

出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
つ
が
り
あ
ん
メ
ロ
ン
「
ア

ム
さ
ん
」
の
初
競
売
が
６
月

７
日
、
当
社
第
１
卸
売
場
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
売
で
は
、
秀
２
玉
サ
イ

ズ
１
箱
が
40
万
円
で
競
り
落

と
さ
れ
、
過
去
最
高
値
を
記

録
し
、
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
は
五
所
川
原
市
の
阿

部
祐
一
さ
ん
、
中
泊
町
の
松

橋
尚
子
さ
ん
が
、
つ
が
る
市

木
造
地
区
の
ハ
ウ
ス
で
温
泉

熱
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
計

86
ケ
ー
ス
（
５
４
１
㌔
）
と
、

黒
石
市
の
種
市
美
夏
さ
ん
が

栽
培
し
た
２
ケ
ー
ス（
10
㌔
）

が
上
場
さ
れ
ま
し
た
。
当
社



 

    

 

No.016 

トラウト筋子 

5,000 円 

デンマーク産：500g 

No.017 

本ちゃんさけイクラ 

しょうゆ漬け 

3,800 円 

北海道産：500g 

No.018 

マスイクラ 

3,400 円 

アメリカ産：500g 

No.019 

たら子 

2,000 円 

アメリカ産：500g 

No.020 

明太子 

2,000 円 

アメリカ産：500g 

No.021 

紅鮭フィーレ 

2,000 円 

ロシア産：1kg 

 

       

 

No.022 

マグロなかおち 

1,700 円 

フィジー台湾産

他：500g 

No.023 

マグロたたき 

1,500 円 

日本・台湾産他：
500g 

No.024 

ズワイガニ棒肉 

3,000 円 

200g 

No.025 

ズワイガニ 

ほぐし身 

3,000 円 

300g 

No.026 

お刺身サーモン 

2,000 円 

チリ産： 
1 枚(400g 前後) 

No.027 

たまご焼き 

500 円 

㈱山田茂商店 

500g×1 本 

No.028 

しゃり玉 2P 

700 円 

1P12 貫×2P 
うるち米：国産 

   

No.029 

ジャンボえびフライ 

1,200 円 

クラレイ㈱：10 尾 

No.030 

えびフライ 

550 円 

マルハニチロ㈱：8 尾 

No.031 

塩銀タラ半身 

1,500 円 

アメリカ産：650g 

 
 
 
 

 
   

◆時間：営業日の８時～17 時迄 
◆場所：弘前丸魚 1 階「荷受所」 
  

●ご注文は、弘前丸魚へ電話かＦＡＸでお願い致します。 
●ご注文受付時間は、営業日の８時～17 時迄となります。 
●数量限定の為、締切日前に予約の承りを終了する場合がございます。 
●ご注文からお引渡し迄の期間は、３営業日以上となります。 
●宅急便については、ご相談下さい。 
お支払いは、現金で商品と引き換えとなります。キャッシュレス決済などの 
他の支払い方法は現在準備中ですので、ご注文時にご確認ください。 

ご注文・お問い合わせ先   株式会社 弘前丸魚 管理課 
TEL：0172-27-2345    FAX：0172-27-5331 

受付時間：営業日の 8：00～17：00  

  
  

 
水産門から 
入場して左側の
建物です。 



 
 
 

   
 
 

  

  
      

No.001 

ボイルズワイカニ(化粧箱入)  

8,000 円 
カナダ産他：2 ㎏(3L) 

No.002 

ボイルタラバカニ(足) 

5,500 円 
ロシア産：1肩(4L：約 800g) 

No.003 

ズワイハーフポーション 

3,000 円 
ロシア産：700ｇ 

No.004 

ズワイハーフポーション２ 

5,000 円 
ロシア産：700ｇ×2P 

 
 

  
 
 

  

  
  

No.005 

特大うなぎ蒲焼き １尾 

1,500 円 
中国産：約 400ｇ 真空 

No.006 

うなぎ蒲焼き １尾 

1,000 円 
中国産：約 160ｇ 真空 

No.007 

台湾産うなぎ白焼き(4 本ｾｯﾄ) 

8,500 円 
 

No.008 

冷凍しじみ 2P 

1,000 円 
青森県十三湖産：500ｇ×2P 

 

 
  

  

 

No.009 

冷凍アワビ(５個) 

2,500 円 
チリ産：100g 前後×5 個 

No.010 

ボイル帆立 

2,100 円 
北海道産：約 800g 

No.011 

アルゼンチン有頭赤エビ 

3,000 円 
アルゼンチン産：2kg 

No.012 

冷凍殻付きかき 

1,000 円 
三陸産：1kg(10～13 個) 

No.013 

いか一夜干し(2 枚入) 

600 円 
国産 

 

  いま話題のオススメ 蒸し焼き用の缶 
そのまま蒸し上げますので、旨味はもちろん、ふっくらと 
仕上がり、BBQ の失敗もなく究極の調理方法です！！      

 
 
 
 
 
 
」                        

 No.014 

活ホタテ貝 

3,500 円 
青森県陸奥湾産：20 枚前後 

No.015 

活アワビ(4 個) 

2,000 円 
韓国産：約 75g×4 個 

丑
の
日

77//2244

一度も冷凍していません 

 

２個お買得
セット！ 

 
蒸し焼き用の缶 

1,500 円 

メガ 
サイズ 

土 



ひ ろ か だ よ り （4）

　

業
務
用
需
要
が
多

い
夏
秋
い
ち
ご
の
本

格
的
な
出
荷
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
、「
弘
果

い
ち
ご
栽
培
研
究

会
」（
齋
藤
良
彦
会

長
）
主
催
の
目
揃
え

会
が
５
月
28
日
、
当

社
に
お
い
て
行
わ
れ

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向

け
努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
園
地
所
在
地
】　

上

北
郡
七
戸
町
左
組

（
さ
ぐ
み
）

【
作
付
状
況
】　

シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・

68
本
、
長
芋
・
3.2
㌶
、

に
ん
に
く
、
い
ん
げ

ん
他

【
就
農
年
】　

２
０
２
１
年
（
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
生

産
者
と
し
て
）

【
き
っ
か
け
】
長
芋

を
中
心
に
栽
培
す
る

農
家
に
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
や
が
て
家

業
を
継
ぐ
こ
と
を
念

頭
に
、
青
森
県
営
農

大
学
校
の
畑
作
専
攻
に
進
み
、
卒
業
後

は
そ
の
ま
ま
家
業
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
る
中
、

家
業
の
将
来
を
見
据
え
て
、
自
分
で
も

新
た
な
品
目
を
栽
培
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
農
家
の

知
人
か
ら
、
弘
果
が
県
内
全
域
で
農
作

物
の
栽
培
指
導
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
弘
果
担
当
者
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
に

将
来
性
が
あ
る
と
思
い
、
計
画
を
練
り

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
一
番
懸
念
し

て
い
た
ハ
ウ
ス
も
、
七
戸
町
の
ロ
ー
ズ

カ
ン
ト
リ
ー
（
バ
ラ
園
）
で
使
用
し
て

い
た
施
設
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
念

願
だ
っ
た
苗
を
定
植
し
、
第
二
の
農
業

人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
今
ま
で
行
っ
て
き
た
畑
作
と

は
勝
手
が
違
い
、
苦
労
も
し
て
い
ま
す

が
新
し
い
発
見
も
あ
り
、
や
り
甲
斐
を

感
じ
て
い
ま
す
。「
第
二
の
農
業
人
生
」

と
位
置
づ
け
た
通
り
、
自
分
が
園
主
と

し
て
こ
の
事
業
（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
栽
培
）
を
成
功
さ
せ
る
と
い
う
気
概

を
持
っ
て
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
今
年
は
、定
植
か
ら
３
年
が
経
ち
、

い
よ
い
よ
本
格
出
荷
を
迎
え
る
の

で
、
弘
果
の
栽
培
指
導
、
出
荷
・
販

売
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
非
常
に
心
強

く
、
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
当
面
は
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
栽
培
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

将
来
的
に
は
作
付
面
積
を
増
や
し
、

生
産
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
収

集
を
怠
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
排
除
せ
ず
、
新
た
な
品
目
に

も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
。

【
座
右
の
銘
】「
無
事
是
名
馬
（
ぶ
じ

こ
れ
め
い
ば
）」
病
気
や
怪
我
も
な

く
、
第
一
線
で
活
躍
し
続
け
る
馬
こ

そ
が
名
馬
な
の
で
あ
る
と
い
う
意
味

で
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉

の
様
に
、
名
馬
と
言
わ
ず
と
も
、
仕

事
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
場
面
の
第
一

線
で
活
躍
し
続
け
る
た
め
、
心
身
と

も
に
健
康
を
保
ち
「
続
け
て
い
く
」

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

弘
果
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
つ
が
り

あ
ん
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」
は
、
高
品

質
を
付
加
価
値
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
、
価
格
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的

出荷基準を確認する参加者出荷基準を確認する参加者

新 幹 線 輸 送 活 用

木
造
地
区
集
荷
所

木
造
地
区
集
荷
所

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

６
月
６
月
2323
日
（
日
（
日日
））

同
時
オ
ー
プ
ン

同
時
オ
ー
プ
ン

弘
果
木
造
集
荷
所
（
南
広
森
）

弘
果
木
造
集
荷
所
（
南
広
森
）

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
電
話
番
号
】
０
１
７
３
―

【
電
話
番
号
】
０
１
７
３
―
2626
―
３
８
８
０

―
３
８
８
０

弘
果
菰
槌
集
荷
所

弘
果
菰
槌
集
荷
所

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
電
話
番
号
】
０
１
７
３
―

【
電
話
番
号
】
０
１
７
３
―
4545
―
３
４
６
０

―
３
４
６
０

生
産
者
憩
い
の
集
い

生
産
者
憩
い
の
集
い

６
月
６
月
2929
日
（
土
）

日
（
土
）

午
前
午
前
1111
時
か
ら

時
か
ら

菰
槌
集
荷
所
で
開
催

菰
槌
集
荷
所
で
開
催

夏秋いちご夏秋いちご夏秋いちご夏秋いちご
目
揃
え
会
で
出
荷
基
準
を
確
認

目
揃
え
会
で
出
荷
基
準
を
確
認

ゆ
う
す
け

ゆ
う
す
け

寺
澤
祐
介

寺
澤
祐
介
さ
ん
さ
ん

（38）（38）

高品質生産を目指し栽培講習会開催高品質生産を目指し栽培講習会開催

方
法
と
比
較
し
、
質
問

や
時
に
は
議
論
を
重
ね

る
等
、
熱
心
に
技
術
向

上
へ
向
け
学
ん
で
い
ま

し
た
。

　

当
社
で
は
、
栽
培
者

や
栽
培
希
望
者
を
対
象

と
し
て
年
に
数
回
、
高

品
質
生
産
を
目
指
し
た

栽
培
講
習
会
や
出
荷
目

揃
え
会
を
行
い
、
実
際

の
作
業
と
共
に
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
す
。

　

栽
培
か
ら
販
売
ま
で

丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま

す
の
で
、
栽
培
を
希
望

す
る
方
は
、
当
社
農
産

指
導
課
、
ま
た
は
果
実

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。

　

会
員
ら
７
名
が
参
加
し
た
目
揃

え
会
で
は
、
弘
果
の
販

売
担
当
者
か
ら
今
シ
ー

ズ
ン
の
状
況
報
告
を
受

け
た
後
、
箱
に
並
べ
ら

れ
た
い
ち
ご
を
見
な
が

ら
大
き
さ
や
形
状
、
出

荷
規
格
等
の
確
認
を
し

　

全
国
の
新
幹
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
い
、
各
地
の
特

産
品
を
輸
送
し

て
即
日
販
売
す

る
「
新
幹
線
で
つ

な
が
る
旬
食
フ
ェ

ア
」が
５
月
17
日
、

18
日
の
２
日
間
、

東
京
駅
の
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
社
商
事
部
で

は
、
北
海
道
・
東

北
新
幹
線
で
田
舎

館
産
苺
「
ロ
イ
ヤ

ル
ク
イ
ー
ン
」
と

常
盤
産
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
輸
送
し
、
販

売
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
当
日
は
、

各
地
の
名
物
や
、
生

鮮
食
品
を
買
い
求
め

る
来
場
者
で
大
盛
況

で
し
た
。

　

商
事
部
で
は
昨

年
、
出
荷
か
ら
の
時

間
を
短
縮
し
、
最
速

で
首
都
圏
へ
の
輸
送

が
で
き
る
こ
の
取
り

組
み
を
活
用
し
、
ア

ム
さ
ん
メ
ロ
ン
、
い

ち
じ
く
、
ロ
イ
ヤ
ル

ク
イ
ー
ン
を
都
内
量

販
店
や
百
貨
店
へ
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

商
事
部
担
当
者
は

「
新
幹
線
輸
送
を
活

用
し
、
鮮
度
が
よ
り

良
い
状
態
で
、
青
森

の
美
味
し
い
農
産
物

及
び
弘
果
ブ
ラ
ン
ド

の
『
つ
が
り
あ
ん
』

を
更
に
広
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。今
後
は「
嶽

き
み
」
や
「
毛
豆
」

の
販
売
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

新鮮なロイヤルクイーンとアスパラガスが青森新鮮なロイヤルクイーンとアスパラガスが青森
から「最速」で到着し販売された会場の様子から「最速」で到着し販売された会場の様子 「最速」で「新鮮」をお届け

高品質生産を目指し講習を受ける参加者高品質生産を目指し講習を受ける参加者

弘 果 東 京 営 業 所 ニ ュ ー ス

に
、
出
荷
基
準
等
を

設
け
て
ク
リ
ア
し
た

も
の
を
商
品
化
し
て

い
ま
す
。

　

農
産
指
導
課
で
は

５
月
下
旬
か
ら
６
月

上
旬
に
か
け
て
、
青

森
県
内
の
各
地
区
に

お
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
「
つ
が

り
あ
ん
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」
の
栽
培

技
術
向
上
を
目
的
と

し
た
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
農
産

指
導
課
職
員
が
、
芽

欠
き
、
摘
芯
、
花
穂

整
形
や
無
核
化
処
理

（
種
抜
き
）
の
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
、
参

加
者
は
自
分
の
栽
培

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
出
荷

シ
ー
ズ
ン
の
前
に
、
他

の
生
産
者
と
の
情
報
交

換
が
で
き
て
と
て
も
有

意
義
で
し
た
」
と
話

し
、
齋
藤
会
長
は
「
昨

年
は
夏
場
の
猛
暑
で
生

産
が
ま
ま
な
ら
ず
、
い

ち
ご
が
生
育
で
き
な
い

状
況
で
し
た
。
今
年
の

夏
も
す
で
に
暑
く
な
る

と
予
報
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
で
き
る
限
り
の
対

策
を
講
じ
、
弘
果
と
連

携
し
て
安
定
生
産
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

夏
秋
い
ち
ご
の
栽
培

か
ら
販
売
ま
で
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
当
社
農

産
指
導
課
、
ま
た
は
果

実
部
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。


